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マイクロチップとは？

● マイクロチップには、15 桁の数字（個体識別番号）が記録され、マ

　 イクロチップリーダー（読取器）をあてると、その数字が表示される。

　 個体識別番号に関連づけられた飼い主情報を確認することで、飼い

　 主を特定する。

● 直径２mm、長さ12mm 程度の円筒型で、動物の首の皮膚の下に専用

　 注射器で挿入するもの。

● 一度装着すれば、首輪や迷子札のように外れて落ちたりする心配が

　 少なく、より確実な身元証明になる。　

● マイクロチップを装着した後は、必ず AIPO にマイクロチップ番号や

    連絡先などの登録手続を行い、転居等で登録情報が変更した場合は、

　 変更手続きを行う必要がある。

上、右上：マイクロチップリーダー
右下：マイクロチップ

　避難先においてペットの飼育に必

要なものは、基本的には飼い主が用

意しておくべきである。

　避難指示等が出た場合、安全に避

難場所まで避難できるように、リー

ドやキャリーバック等の避難用品を

準備しておく必要がある。

　また、ライフラインの被害や緊急

避難などに備え、ペットの避難に必

要な物資の備蓄を行い、避難が必要

な場合は、一緒に持ち出せるように

しておく。避難所等にペット用の救

援物資が届くまでには時間がかかる

場合があるので、少なくとも５日分（で

きれば 7 日分以上が望ましい。）は

用意しておくとよい。特に、療法食

等の特別食を必要としているペット

の場合は、さらに長期間分の用意が

必要である。

　備蓄品には優先順位を付け、優先

度の高いものは避難時にすぐに持ち

出せるようにし、人の避難用品とと

もに保管する。

（4）ペット用の避難用品や備蓄品の確保

◎ペットを避難させるために必要な避難用品の例
  犬の場合　

　● 首輪とリード（小型犬などはリードを付けた上でキャリーバックに入れ

　 るのもよい）

  猫の場合　

　● キャリーバックやケージ（キャリーバックなどの扉が開かないように、

　　ガムテープなどで周囲を固定するとよい）
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